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花山で遊ぼう！

 

・いかに早く進めるか競争する姿が見られました。（トンネルくぐ
り）
・前だけでなく、自分たちで考え、横や後ろに向きを変えて楽しく
遊ぶ姿が見られました。（１本橋をくぐろう）
・年長児には、長さが足りなかったです。（けんけんぱ）
・滑り始める場所を変えて長い距離をすべろうとする工夫が見ら
れ、何度も何度も挑戦する子供が多かったです。（そりにチャレ
ンジ）
・雪の上だったので、飛び込む事もできて楽しんでいました。（雪
上フラッグ）
・自分で投げる位置を工夫したり、雪玉の大きさを変えたりして
楽しんでいました。（おやつをプレゼント＜雪なげ＞）

M保育園の先生

・土俵の印やロープ等の「場」作りがなされており、子供たちは
すごく楽しそうでした。（雪上ひっぱり相撲）
・「立つ」、「起きる」の動作も入っていました。（雪上ひっぱり相
撲）
・一人で、友だちと一緒に等雪玉を大きく丸め、２段３段と積む
事ができました。積み上げるときにバランスを見て、押さえる
幼児がいました。（雪だるまつくろう）

O幼稚園の先生

・日常の動きでボールを投げるという動きが少なくなっているの
で、なかなか遠くに投げる事が出来なかったが、近くで投げるな
ど、楽しく遊んでいました。（そりにチャレンジ）
・大人も楽しむ事が出来、その様子を見て子供たちが、まねした
り、応援したりと楽しい笑い声が聞こえてきました。雪の上を走
る感覚が楽しめて良かったです。（雪上フラッグ）
・沢山の種類の遊びを学べてとても良かったです。
・室内遊びでは、保護者が子供の楽しんでいる様子を見ているだ
けと言う姿も見られました。

K幼稚園の先生

７．　「36の基本的な動き」を取り入れた
幼児の運動プログラム開発・普及委員会

１．趣旨  
（１）「遊んで身に付く３６の基本的な動きvol1」を利用し、「３６の基本的な動き

を取り入れた幼児の運動プログラム」を花山青少年自然の家のフィールド
で開発し、公立保育園・公立幼稚園で試行実施を行う。

（２）公立青少年教育施設と共に「３６の基本的な動きを取り入れた幼児の体験活
動推進委員会」（外部委員５名・内部３名）を立ち上げ、花山青少年自然の家
で開発した「３６の基本的な動きを取り入れた幼児の運動プログラム」を花
山青少年自然の家及び県内・近県の公立青少年教育施設において幼児・親子
に普及する。

２．委員会名　「幼児の体験活動推進委員会
　　　　　　　　　～幼児の運動プログラム普及事業～」

３．推進委員　
 宮城県志津川自然の家 主任主査  森　美紀子
 宮城県松島自然の家 　　 所長       狩野　秀之
 宮城県蔵王自然の家 　　 主査       黒須　美恵
 山形県神室少年自然の家 研修主事      福澤　　徹
 青森県梵珠少年自然の家  社会教育主事     佐藤　元伸
 国立花山青少年自然の家  所長       松村　純子
 　　　　　〃 　　　　　   企画指導専門職　 奥山　　洋
                        〃 　　　　　   企画指導専門職　 島貫　織江

４．内容
日　時 内　容

第
１
回

平成 28年
10月 26 日（水）

・「遊んで身に付く３６の基本的な動き（室内版）」の活動視察
　試行実践園　涌津保育園　
・協議
　①試行事業を視察しての意見交換
　②９・10月に行った幼児対象事業についての情報交換
　③各施設での「遊んで身に付く３６の基本的な動き」の導入について

第
２
回

平成 29年
２月９日（木）

・協議
　①平成 28年度「遊んで身に付く３６の基本的な動き」の活用状況につ
　　いて
　②平成 29年度「遊んで身に付く３６の基本的な動き」の実施について
　③来年度の推進委員会の予定について
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５．委員からの意見 
　（１）第１回　試行事業を視察して　　

・場の楽しさがあり、設定は良いと思う。小学校の体作り運動に繋がるの
で、是非取り入れていきたい。
・先生と一緒に回る→自由に回る。こういう視点で組み合わせると言うこ
とがわかった。
・全ての活動を体験してから、自由に遊ぶという体験がよい。
・子ども達の遊びの発想の豊かさを感じた。
・子ども同士の声かけ、ちょっとヒントを与えるだけで遊びが広がる。
・サーキットの周り方は効果的だと思う。
・ひっぱり相撲は、勝負があるので人気だが、安全面やどこで「やめ」と声を
かけるか等大人の見守り方が大事。
・道具がカラフルで子どもの視覚に訴え、楽しさが伝わる。
・１本橋では、遊びのアレンジが生まれた。

　（２）第２回　平成２９年度「遊んで身に付く３６の基本的な動き」の 実施に
　　   ついて

・親子キャンプ、めんごキャンプなどの幼児対象の主催事業の中に「３６の
動き」を取り入れた活動を計画したい。また、当所を利用する幼稚園、保育
所、子ども会などが「３６の動き」を自主活動で生かしていけるよう、ガイ
ドセミナーの場で紹介していきたい。
・今年度は，実施することができなかったが，次年度は未就学児対象事業で
の実施を検討していきたいと考えている。
・幼児を対象とした事業が少なく，その中でどのように取り入れていける
か検討中。
・平成２９年度に実施する主催事業「年長すくすくキャンプ」のプログラム
の中で実施を考えている。
・試行実施を終え、平成２９年度は、本格実施をする予定。　

　試行実践園　涌津保育園

６．　８．公立青少年教育施設の実践
　　

（１）主催事業で、「３６の動き」を取り入れた幼児の運動プログラムを
　　実施した事例
　①主催事業名：めんごキャンプ
　②期日：平成２８年１０月１日（土）～２日（日）
　③対象：年長児～小学２年生とその保護者
　④プログラム全体の内容

　⑤「３６の動き」を取り入れた幼児の運動プログラム
　　プログラム名：神室の森で自由遊び！

　

いっぽんばし、わーたれ！ ぬけだせ！スパイダーウェブ

【神室の森で自由遊び！】 
　自然の家にある遊具やしかけを冒険コースとして設定し、子どもたちが自
由に、何度も挑戦できるようにした。「たつ」「あるく」「くぐる」「のぼる」など、
様々な動きが行われるよう意識したコース展開にした。
　⑥成果
　・「自由に」「くりかえし」というキーワードが功を奏し、子どもがやる気に　   
　  なって何度も何度も頑張る姿が見られた。
　⑦課題
　・運動の内容として「物を操作する動き」が少なかった。
　⑧担当の感想
　・推進委員会で学んだことが、コース設定上大変参考になった。

山形県神室少年自然で家の実践した事例を紹介します。
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やってみよう！
昼ご飯作り
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夜の森たんけん
たき火ごっこ

１１日
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まかせて！
朝ご飯作り

川遊び＆魚とり
＆石でアート 昼食
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子どもプログラム（親プログラムは省略）


